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特別�
出演�

前
期
の
拡
大
行
動
に
奮
闘
し
よ
う
�

―

結
成
６５
周
年
の
節
目
に
―

建
設
長
崎
で
は
、
昨
年
一
年

間
拡
大
目
標
を
三
六
〇
名
に
設

定
し
各
支
部
が
行
動
に
取
り
組

み
、
そ
の
結
果
五
支
部
が
拡
大

目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
長
引
く
建
設
不
況

に
よ
る
仕
事
不
足
・
低
賃
金
な

ど
で
、
組
合
を
離
れ
て
い
く
方

も
多
く
、
平
成
二
十
二
年
八
月

末
時
点
の
組
合
人
員
が
七
、
〇

四
七
人
と
な
り
、
前
年
比
で
一

六
六
人
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま

す
。今

年
の
運
動
方
針
で
は
、「
組

織
八
、
〇
〇
〇
名
」
へ
の
足
固

め
と
し
て
、
年
間
三
六
〇
名
の

拡
大
目
標
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

前
期
の
拡
大
行
動
（
九
月
〜

十
一
月
）
が
始
ま
り
、
各
支
部

で
は
、
未
加
入
者
情
報
集
約
を

重
点
に
、
組
合
員
宅
へ
の
’
一

声
‘
か
け
る
「
ふ
れ
あ
い
訪
問

行
動
」
や
現
場
へ
の
聞
き
取
り

訪
問
、
分
会
会
議
の
開
催
、
組

織
拡
大
を
呼
び
か
け
る
立
看
板

の
設
置
行
動
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

各
支
部
が
拡
大
目
標
達
成
に
向

け
て
取
組
ん
で
い
ま
す
。

青
年
部
に
よ
る
組
合
未
加
入

の
仲
間
へ
の
声
か
け
行
動
や
、

主
婦
会
に
よ
る
取
引
先
や
建
材

店
等
へ
ト
レ
ー
（
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
置
き
）
設
置
に
よ
る
加
入
の

呼
び
か
け
行
動
に
も
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

前
期
の
拡
大
行
動
期
間
中
に

紹
介
の
方
に
は
粗
品
（
タ
オ

ル
）
を
贈
呈
。
加
入
三
ヶ
月
在

籍
後
に
は
、
紹
介
者
に
対
し
て

三
、
〇
〇
〇
円
の
謝
礼
金
を
贈

呈
し
ま
す
。

各
支
部
が
目
標
に
向
か
っ
て
、

長
建
国
保
・
共
済
・
労
災
の
メ

リ
ッ
ト
や
仲
間
の
つ
な
が
り
の

大
切
さ
を
訴
え
つ
つ
、
運
動
を

粘
り
強
く
継
続
さ
せ
て
拡
大
運

動
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
切
実
な
要
求
を
実

現
さ
せ
る
に
は
、
組
織
拡
大
こ

そ
確
か
な
保
障
で
す
。
私
た
ち

の
仕
事
と
く
ら
し
を
守
る
た
め
、

厳
し
い
今
こ
そ
仲
間
を
増
や
し
、

建
設
不
況
を
跳
ね
返
す
た
め
に

も
、
役
員
・
組
合
員
皆
さ
ん
が

一
丸
と
な
り
前
進
を
勝
ち
取
り

ま
し
ょ
う
。

一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

中
央
総
支
部

シ
ニ
ア
の
会
開
催

九
月
二
十
八
日
、「
建
設
長

崎
シ
ニ
ア
の
会
」
が
中
央
総
支

部
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
長
崎
市

桜
町
総
合
事
務
所
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
施

行
さ
れ
て
以
降
、
七
十
五
歳
以

上
の
組
合
員
さ
ん
が
長
建
国
保

か
ら
広
域
連
合
の
国
保
に
加
入

す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
引
き

続
き
組
合
だ
け
は
残
っ
て
も
ら

お
う
と
「
シ
ニ
ア
の
会
」
と
し

て
七
十
歳
以
上
の
組
合
員
を
対

象
に
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

中
央
総
支
部
（
中
央
支
部
・

大
浦
支
部
・
市
南
支
部
・
東
長

崎
支
部
）
の
七
十
歳
以
上
の
組

合
員
さ
ん
は
一
三
三
名
。
今
後

ど
う
い
っ
た
事
を
し
た
い
か
と

い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
旅
行

会
や
忘
新
年
会
と
い
っ
た
懇
親

会
を
は
じ
め
、
健
康
教
室
を
は

じ
め
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
の
趣

味
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
健

康
教
室
等
様
々
で
し
た
。

相
川
委
員
長
は
「
組
合
を
結

成
し
て
六
十
五
年
。
お
陰
様
で

本
年
記
念
式
典
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
昭
和
三
十
九

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
景

気
時
に
職
人
さ
ん
に
な
ら
れ
た

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
今
は

建
設
不
況
が
続
き
高
齢
化
も
進

ん
で
い
る
が
、
何
よ
り
お
元
気

そ
う
で
ほ
っ
と
し
て
い
る
。

先
輩
組
合
員
が
築
い
て
こ
ら

れ
た
組
合
を
前
進
さ
せ
る
た
め

今
後
も
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
か
ら
は

「
職
種
に
関
係
な
く
集
ま
っ
て
、

楽
し
く
い
ろ
ん
な
情
報
を
入
れ

て
ほ
し
い
」「
足
腰
が
弱
っ
て

出
て
来
れ
な
い
人
も
い
る
が
、

で
き
る
だ
け
皆
が
参
加
で
き
る

の
が
い
い
」
等
の
意
見
が
出
さ

れ
、
組
合
加
入
当
時
の
話
や
仕

事
に
対
す
る
思
い
等
を
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
組
合
の
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
共
済
制
度
や
温
泉
補

助
券
の
説
明
等
を
行
い
約
一
時

間
程
の
懇
談
会
を
終
了
し
ま
し

た
。
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平
成
二
十
三
年
度
国
保
組
合

予
算
に
向
け
た
ハ
ガ
キ
要
請
行

動
を
、
十
月
か
ら
一
ヶ
月
半
か

け
行
っ
て
い
ま
す
。
要
請
先
は

厚
生
労
働
省
・
財
務
省
で
す
。

組
合
員
、
家
族
の
一
人
一
人

の
声
を
直
接
訴
え
る
絶
好
の
機

会
で
す
。
建
設
国
保
へ
の
補
助

金
の
現
行
水
準
の
確
保
に
向
け

て
取
り
組
み
を
お
願
い
致
し
ま

す
。詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各

支
部
を
通
じ
て
組
織
配
布
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
配
布
さ
れ
た
ハ

ガ
キ
記
入
頂
き
提
出
頂
き
ま
す

よ
う
、
特
段
の
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

な
お
、
昨
年
の
取
り
組
み
で

は
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
一
万

七
千
八
百
七
十
九
枚
、
集
約
率

九
九
・
〇
％
の
結
果
が
出
て
お

り
ま
す
。
平
成
二
十
二
年
度
予

算
に
お
け
る
国
保
組
合
へ
の
特

別
助
成
等
で
は
、
概
算
要
求
額

を
満
額
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

国
保
組
合
制
度
を
守
る
た
め

に
、
私
た
ち
建
設
労
働
者
に
建

設
国
保
が
欠
か
せ
な
い
存
在
だ

と
訴
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

発行●長崎県建設産業労働組合 〒852‐8021 長崎市城山町１７番５８号 TEL 095‐862‐7121 FAX 095‐862‐5281 http//www.kensetunagasaki.org/ 発行責任者●北村政和 編集人●田上一郎

October
No.544
２０１０年１０月１５日

１部２０円 組合員の購読料は組合費に含みます

印刷●�昭和堂 TEL 095‐821‐1234

全支部一斉「秋期お得意先回り行動」
●行動月間 １１月１日～１１月３０日
●配布資料 住宅点検シート、「リフォーム新築は

地域の建設職人へ」パンフレット等
� 地域に根ざした活動で、

「仕事起こし」に繋げましょう �

建設長崎結成６５周年 長建国保設立４０周年

組合員・ご家族の皆様のおかげで、組
合は結成６５周年、長建国保設立４０周年
を迎えることができました。
当日はぜひ、皆様お誘い合わせて記念
式典にご出席下さい。
尚、式典ご案内のハガキ（記念品引換
券）は当日ご出席される時にご持参下
さい。
当日は永年在籍功労者表彰等をメイン
に勇壮な「職人太鼓」や「龍踊り」、
落語があります。

１１月１３日�
長崎市民会館文化ホール

長崎市魚の町５番１号
TEL０９５－８２５－１４００

１２時２０分受付 １３時開会
１３時～１３時４０分

●
仕
事
と
く
ら
し
を
守
る
た
め
に

組
織
を
大
き
く
し
よ
う

●
多
く
の
皆
さ
ん
の
協
力（
紹
介
）が

必
要
で
す

●
組
合
が
大
き
く
な
れ
ば
、
魅
力
や

メ
リ
ッ
ト
も
充
実
・
発
展
へ
！

籠町龍踊保存会
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毎月１回１５日発行 ２０１０年（平成２２年）１０月１５日発行建 設 長 崎第５４４号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）１�
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組 合 員 特 別 価 格
（平日・休前日料金とも同額です。）

15,000
13,000
11,000

���
���
���

通常価格

17,000
15,000
13,000

２ 名 １ 室

３ 名 １ 室

４ 名 １ 室

組 合 員 特 別 価 格

500
300

���
���

通常価格

800
500

大 人

子 供

全
建
総
連
第
二
十
六
回
全
国

青
年
技
能
競
技
大
会
が
北
海
道

札
幌
市
「
北
海
道
立
総
合
体
育

セ
ン
タ
ー
」
で
九
月
十
二
日
か

ら
十
四
日
の
三
日
間
か
け
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
三
十
五
県
連
・
組

合
か
ら
八
十
名
の
選
手
の
参
加

（
う
ち
二
名
の
女
性
選
手
）
で

行
わ
れ
、
建
設
長
崎
か
ら
は
、

五
月
十
六
日
に
佐
世
保
で
開
催

さ
れ
た
「
建
設
長
崎
技
能
競
技

大
会
」
で
の
上
位
入
賞
の
和
田

（
北
松
支
部
）、
瀬
尾
（
佐
世

保
中
央
支
部
）、
高
取
（
大
村

支
部
）
の
三
名
で
参
加
し
て
来

ま
し
た
。

全
国
大
会
で
の
入
賞
を
目
標

に
練
習
を
繰
り
返
し
本
番
に
臨

み
ま
し
た
が
、
い
ざ
本
番
に
な

る
と
緊
張
し
た
為
か
、
練
習
の

時
の
よ
う
に
思
う
よ
う
に
で
き

な
か
っ
た
部
分
も
あ
り
、
満
足

い
く
も
の
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
う
ま
く
表
現
で

き
ま
せ
ん
が
「
何
か
」
を
つ
か

ん
だ
よ
う
な
感
じ
は
あ
り
ま
す
。

来
年
こ
そ
は
、
全
国
で
入
賞

を
勝
ち
取
る
た
め
、
ま
ず
は
建

設
長
崎
の
大
会
で
上
位
に
入
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
北
松
支
部

和
田

茂
史
）

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
ほ
ん

の
先
日
ま
で
の
猛
暑
が
ウ
ソ
の

よ
う
に
朝
夕
が
冷
え
込
ん
で
き

ま
し
た
。
お
身
体
の
調
子
に
は

十
分
に
ご
注
意
い

た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

九
月
の
二
十
一

日
に
は
議
員
と

な
っ
て
五
回
目
、

議
員
一
期
目
最
後

と
な
る
一
般
質
問

を
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
の
た

び
に
思
う
こ
と
で

す
が
、
何
回
演
壇

に
立
っ
て
も
一
〇

〇
点
満
点
に
な
ら

な
い
と
の
思
い
が
残
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
今
回
の
質
問
の
概
略

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
詳
し
く
は

県
議
会
報
告
に
掲
載
し
ま
す
。

ま
ず
は
、

１
、
イ
ン
ド
と
の
原
子
力
協
力

協
定
の
締
結
に
つ
い
て

イ
ン
ド
が
核
兵
器
を
保
有
し

て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で

す
。
し
か
も
核
不
拡
散
条
約
に

は
入
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
国
に
た
い
し
て
、
平
和

利
用
と
い
う
名
の
下
に
原
子
力

協
定
を
締
結
し
、
被
爆
国
で
あ

る
日
本
が
協
力
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
被
爆
地
の
知
事
と
し

て
、
こ
の
よ
う
な
交
渉
に
反
対

し
交
渉
の
中
止
を
求
め
る
べ
き

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
、
長
引
く
不
況
と
景
気
対
策

と
し
て
の
住
宅
政
策
に
つ
い
て

ま
ず
、
長
引
く
不
況
を
克
服

す
る
た
め
の
景
気
対
策
に
つ
い

て
知
事
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

つ
ぎ
に
、
景
気
対
策
と
し
て

の
住
宅
政
策
に
つ
い
て
と
し
て
、

住
宅
着
工
が
全
く
伸
び
て
い
な

い
現
状
を
訴
え
、
広
い
経
済
波

及
効
果
を
持
つ
建
築
業
を
育
成

す
る
こ
と
が
、
経
済
回
復
の
切

り
札
と
な
り
得
る
こ
と
を
力
説

し
、
今
年
度
秋
田
県
で
始
ま
っ

た
、
緊
急
経
済
支
援
事
業
と
し

て
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
を

長
崎
で
も
始
め
る
べ
き
で
あ
る

と
、
そ
の
実
行
を
強
く
求
め
ま

し
た
。

こ
れ
に
は
根
負
け
し
た
知
事

が
今
後
検
討
し
て
い
く
と
の
答

弁
を
行
っ
て
い
ま
す
。

３
、
観
光
長
崎
の
再
生
に
つ
い

て
中
国
で
開
催
さ
れ
て
い
る
万

国
博
覧
会
の
中
で
「
孫
文
と
梅

屋
庄
吉
」
と
銘
打
っ
た
展
示
が

行
わ
れ
、
中
国
各
地
で
巡
回
展

が
開
か
れ
て
い
ま

す
。
長
崎
出
身
の

梅
屋
庄
吉
は
孫
文

が
起
こ
し
た
辛
亥

革
命
の
財
政
的
な

協
力
を
し
た
人
物

と
し
て
、
中
国
で

は
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
日
本
、
長

崎
で
は
意
図
的
に

こ
れ
ま
で
隠
さ
れ

て
き
て
い
ま
し
た
。

こ
の
事
実
を
長
崎
も
再
認
識
し
、

広
く
県
内
や
国
内
に
知
っ
て
も

ら
う
と
共
に
、
中
国
に
対
し
て

観
光
長
崎
と
し
て
売
り
出
す
べ

き
で
す
。そ
れ
と
共
に
、長
崎
に

あ
る
中
国
の
歴
史
的
な
史
跡
の

再
発
見
・
整
備
を
行
う
べ
き
で

す
。

４
、
介
護
保
険
の
見
直
し
と
介

護
の
現
状
把
握
に
つ
い
て

・
急
激
な
高
齢
化
に
向
け
て
の

制
度
維
持
と
、
介
護
総
費
用
の

倍
増
化
へ
の
対
応
策

・
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
人
件
費
の
増

額
の
状
況
と
伸
び
率
に
つ
い
て

・
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
処
遇
改
善

に
よ
る
人
手
不
足
の
改
善
状
況

と
、
人
手
不
足
の
解
消
時
期
等
。

建設長崎メンバーズカード利用特別料金
Ａ：宿 泊

１泊２食・サ込税別

１．除 外 日‥‥‥正月 ゴールデンウィーク
１．子供料金‥‥‥� 大人に準ずる料理 ７０％

‥‥‥� お 子 様 料 理 ５０％
‥‥‥� 未 就 学 児 無料

Ｂ：入 浴

《 受 講 者 募 集 》
職長・安全衛生責任者教育講習のお知らせ

１．実施日時及び場所

平成２２年１１月２５日�～２６日�
「時津町北部コミュニティセンター」
※両日とも、午前８時３０分受付
９時～１７時迄

２．講習時間 １４時間（２日間）
３．教 材

「職長・安全衛生責任者教育テキスト」
リスクアセスメント導入分

４．募集人員 ５０名
（受講者が２０名未満の場合は開催を
延期します。）

５．受 講 料 ６，０００円（テキスト代含む）
（以前、組合で職長教育を受講した
人は５，０００円）
※組合員以外は８，０００円（以前組合
で受講した人も８，０００円）

６．申し込み

支部窓口にて、所定の申込用紙にて
申し込みをお願いします。（申し込
み締切り日 １１月１２日）
（定員５０名になり次第、募集を締切
ります。）

県
議
会
だ
よ
り

３７

第２６回 全国青年技能競技大会
９月１２日～１４日 北海道

北海道立総合体育センター

�取 征治さん
（大村支部）

瀬尾 友謙さん
（佐世保中央支部）

和田 茂史さん
（北松支部）

ホテル東洋館からのお知らせ

〒８５４‐０６９８ 長崎県雲仙市小浜町雲仙１２８番地
TEL：０９５７‐７３‐３２４３ FAX：０９５７‐７３‐２２１５

全国青年技能競技大会会場の様子

長
崎
県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎

秋田県の住宅リフォーム助成パンフレット

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５４４号 ２�長 崎



中
央
支
部

大
浦
支
部

浦
上
東
支
部

西
彼
支
部

市
南
支
部

西
山
分
会
住
宅
デ
ー

〜
お
年
寄
り
に
も
好
評

敬
老
の
日
の
住
宅
デ
ー
〜

九
月
二
十
六
日
�
、
先
週
ま

で
の
猛
暑
が
随
分
和
ら
い
だ
秋

空
の
下
、
西
山
一
丁
目
公
民
館

で
西
山
分
会
デ
ー
を
総
勢
二
十

名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

例
年
敬
老
の
日
に
合
わ
せ
て

取
り
組
ん
で
い
る
こ
の
住
宅

デ
ー
は
、
町
内
の
お
年
寄
り
を

中
心
に
顔
な
じ
み
の
方
や
、
自

治
会
の
回
覧
ま
た
は
住
宅
デ
ー

の
幟
な
ど
を
見
て
来
場
さ
れ
る

方
も
多
数
い
て
、
自
治
会
長
さ

ん
を
始
め
地
域
住
民
の
方
々

か
ら
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
取

り
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
住
宅
デ
ー
で

は
当
日
そ
の
場
で
マ
ナ
板
や

バ
ン
コ
等
の
注
文
が
入
る
こ

と
が
多
く
、
寸
法
を
聞
い
て

か
ら
早
速
製
作
に
取
り
掛
か

る
姿
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
包
丁
研
ぎ
や
、
マ
ナ

板
削
り
も
好
評
で
例
年
並
み
の

奉
仕
活
動
が
で
き
ま
し
た
。
そ

し
て
最
後
は
皆
で
昼
食
を
取
り
、

お
腹
を
満
た
し
て
解
散
。
今
年

も
無
事
に
終
了
す
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

（
大
賀
）

居
留
地
ま
つ
り
住
宅
デ
ー

〜
今
年
も
大
盛
況
。
三
三
四
本
研
ぎ
上
げ
ま
し
た
〜

残
暑
厳
し
く
汗
ば
む
ほ
ど
の

晴
天
に
恵
ま
れ
た
九
月
十
九
日

�
、
大
浦
支
部
で
は
今
年
も
長

崎
居
留
地
ま
つ
り
に
協
賛
し
て

の
住
宅
デ
ー
を
十
九
名
の
参
加

で
開
催
し
ま
し
た
。

建
設
長
崎
の
無
料
奉
仕
活
動

と
い
う
よ
り
「
無
料
包
丁
研
ぎ

屋
さ
ん
」
と
し
て
の
知
名
度
が

抜
群
に
浸
透
し
た
こ
の
住
宅

デ
ー
は
、
毎
年
こ
の
日
を
待
ち

わ
び
て
る
地
域
住
民
が
受
付
前

か
ら
列
を
な
す
ほ
ど
の

盛
況
振
り
で
、
参
加
し

た
皆
さ
ん
は
開
始
早
々

か
ら
エ
ン
ジ
ン
全
開
で
、

く
た
び
れ
た
包
丁
を
研

い
で
ま
し
た
。

ま
た
、
木
工
教
室
も

予
定
し
て
い
た
二
十
組

を
あ
っ
と
い
う
間
に
終

了
し
、
残
念
そ
う
に
帰

る
親
子
が
何
組
も
い
て

申
し
訳
な
い
一
場
面
も
。

今
年
も
大
盛
況
の
中
、

多
少
の
ト
ラ
ブ
ル
は
有
っ
た
も

の
の
、
最
終
的
に
は
三
三
四
本

と
い
う
記
録
的
な
包
丁
研
ぎ
を

中
央
支
部
か
ら
の
助
っ
人
を
交

え
て
何
と
か
無
事
に
終
え
、
皆

さ
ん
口
々
に
「
疲
れ
た
〜
」
と

い
う
言
葉
を
残
し
て
帰
っ
て
行

き
ま
し
た
。

（
北
村
五
男
）

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

内
野

幸
雄

坂
口

忠
義

川
原

亀
喜

田
森

勝

山
本

孝
義

山
崎

増
雄

山
田

哲
也

山
口

龍
志

馬
渡

正
幸

手
水

鐵
吉

伊
東

秀
政

大
田

俊
一

山
下

廣
造

樋
口

正
人

馬
場
ヒ
ロ
子

川
原

幸
枝

内
野

計
子

馬
渡
ヒ
ロ
子

樋
口
須
磨
子

金
子
喜
久
枝

（
金
子
県
議

田
上
書
記
長
）

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

田
上

義
高

工
藤

是
正

北
村

五
男

平
山

正
則

川
原
喜
久
雄

梅
澤

利
久

中
村

英
則

木
本

春
雄

平
山

宏
三

小
野

義
龍

横
田

博
明

寺
田

郁
実

方
山

栄
治

竹
崎

初
雄

（
内
野

幸
雄

坂
口

忠
義

…
中
央
支
部
）

小
淵

禮
子

佐
々
木
秋
子

中
村

幸
子

金
子
県
議

北
村
副
委
員
長

中
嶋

照
次

住
宅
デ
ー

〜
五
年
ぶ
り
の
開
催

地
域
の
方
と
触
れ
合
う
〜

浦
上
東
支
部
で
は
、
雲
ひ
と

つ
な
い
晴
天
と
な
っ
た
、
九
月

最
後
の
日
曜
日
と
な
る
二
十
六

日
、
午
前
九
時
か
ら
、
三
川
地

区
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
住
宅

デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
包
丁
研
ぎ
」「
ま
な
板
削

り
」「
住
宅
相
談
」
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
朝
九
時
の
受
付
開

始
前
か
ら
、
包
丁
を
持
っ
て
こ

ら
れ
る
方
も
あ
り
、
滑
り
出
し

は
好
調
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し

た
が
、
今
回
、
三
川
地
区
の
同

会
場
で
住
宅
デ
ー
を
行
う
の
が
、

五
年
ぶ
り
と
い
う
事
も
あ
り
、

自
治
会
を
通
し
て
の
回
覧
板
活

用
、
会
場
周
辺
の
住
宅
へ
の
チ

ラ
シ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
、
当

日
は
宣
伝
カ
ー
を
使
っ
て
の
巡

回
案
内
を
行
っ
た
も
の
の
、
必

然
的
に
中
休
み
を
二
回
ほ
ど
は

さ
ん
だ
り
と
、
お
客
さ
ん
の
出

足
が
鈍
る
時
間
帯
も
あ
り
ま
し

た
。今

回
は
、
時
間
的
余
裕
も
あ

り
、
刃
こ
ぼ
れ
の
あ
っ
た
包
丁

や
、
さ
び
つ
い
た
包
丁
な
ど
、

こ
れ
は
重
症
と
言
え
る
も
の
も
、

荒
研
ぎ
か
ら
仕
上
げ
磨
き
ま
で

三
段
階
の
行
程
を
へ
て
、
こ
れ

ぞ
職
人
技
と
言
え
る
き
れ
い
な

仕
上
げ
が
な
さ
れ
、
年
季
の

入
っ
た
ま
な
板
も
、
青
年
技
能

競
技
大
会
に
出
場
の
青
年
部
の

森
君
が
カ
ン
ナ
で
一
枚
一
枚
丁

寧
に
、
す
べ
す
べ
の
ま
な
板
に

仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。

組
合
員
・
青
年
部
・
主
婦
会

総
勢
十
二
名
で
、
包
丁
六
十
三

本
、
ま
な
板
十
四
枚
と
実
績
と

し
て
は
少
な
い
仕
上
げ
で
は
あ

り
ま
す
が
、「
今
度
は
い
つ
す

る
の
？
」「
新
品
に
な
っ
た

よ
」「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉

を
頂
き
、
地
域
の
住
民
の
方
と

触
れ
合
う
事
が
出
来
た
住
宅

デ
ー
と
な
り
ま
し
た
。（

井
関
）

長
与
連
合
分
会
住
宅
デ
ー

〜
腰
掛
け
用
意
で
包
丁
研
ぎ
準
備
万
端
〜

九
月
十
二
日
�
今
に
も
雨
が

降
り
出
し
そ
う
な
天
気
の
な
か
、

西
彼
支
部
長
与
連
合
分
会
で
は

組
合
員
・
主
婦
会
合
わ
せ
て
二

十
八
名
の
参
加
で
、
農
協
撰
果

場
で
住
宅
デ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。例

年
九
月
の
第
一
日
曜
日
に

開
催
し
て
い
た
住
宅
デ
ー
で
す

が
、
町
内
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

と
日
程
が
重
な
る
た
め
今
年
か

ら
第
二
日
曜
日
に
す
る
こ
と
に
。

日
程
を
変
更
し
た
こ
と
で
客

足
が
少
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
次
々
と
お
客
さ
ん
が

来
ら
れ
、
ホ
ッ
と
し
た
の
も
つ

か
の
間
、
休
む
間
も
な
く

次
々
と
集
ま
る
包
丁
を
組

合
員
の
皆
さ
ん
は
懇
切
丁

寧
に
仕
上
げ
て
い
き
ま
し

た
。ま

た
今
回
、
組
合
員
さ

ん
手
作
り
の
腰
掛
け
が
用

意
さ
れ
組
合
員
の
皆
さ
ん

は
、「
こ
れ
は
よ
か
」
と

好
評
で
、
作
業
の
手
際
も

よ
か
っ
た
の
で
は
？

心
配
さ
れ
た
雨
も
ど
う

に
か
持
ち
応
え
、
終
了
の
時
間

を
迎
え
ま
し
た
。

来
場
者
は
五
十
七
名
で
、
包

丁
研
ぎ
二
百
十
六
本
、
鎌
等
が

二
十
七
本
と
ま
な
板
削
り
が
四

枚
で
し
た
。

（
城
下
）

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

岩
永

亀
雄

山
口

政
好

岩
崎
喜
三
郎

小
串

民
雄

福
本

勝
義

松
林

満
男

濱
本

孝
博

毎
熊

明
夫

中
村

秀
徳

尾
崎

由
盛

浦
田

克
孝

脇
川

雅
隆

本
村

繁
人

迫

貴
幸

尾
崎

光
生

吉
村

統
治

岡
�

俊
光

加
賀
江
岩
太
郎

井
手

保

植
田

勝
次

森

巽

川
久
保
博
幸

嶋
本

清
孝

波
戸
口
利
未

岡
�
ア
イ
子

松
林
嘉
代
子

福
本

博
子

濱
本

静
香

相
川
委
員
長

北
村
副
委
員
長

金
子
県
議

住
宅
デ
ー

〜
昨
年
に
引
き
続
き
開
催
で

認
知
度
ア
ッ
プ
〜

九
月
十
二
日
�

市
南
支
部
で
は
昨

年
に
引
き
続
き
、

ジ
ョ
イ
フ
ル
サ
ン

江
川
店
の
駐
車
場

を
お
借
り
し
て
の

住
宅
デ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。

当
日
は
朝
か
ら
雨
が
降
り
出

し
そ
う
な
天
気
で
住
宅
デ
ー
を

開
催
出
来
る
か
心
配
で
し
た
が
、

何
と
か
天
気
も
回
復
し
、
い
ざ

開
始
。

受
付
開
始
と
同
時
に
、
近
所

の
方
々
が
無
料
包
丁
研
ぎ
に
訪

れ
て
く
れ
ま
し
た
。

使
い
込
ん
だ
包
丁
か
ら
サ
ビ

だ
ら
け
の
包
丁
ま
で
、
組
合
員

さ
ん
が
一
本
一
本
丁
寧
に
研
ぎ

上
げ
て
い
き
ま
す
。

昨
年
も
同
じ
場
所
で
の
開
催

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、「
去
年

研
い
で
も
ら
っ
て
助
か
っ
た
か

ら
、
今
年
も
包
丁
持
っ
て
来
た

よ
」
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

途
中
雨
が
降
り
出
し
た
為
、

一
時
間
程
の
開
店
休
業
状
態
と

な
り
ま
し
た
が
、
雨
が
上
が
る

と
、
ま
た
包
丁
を
持
っ
て
来
場

さ
れ
る
方
が
大
勢
い
ま
し
た
。

地
域
の
方
々
に
、
認
知
し
て

い
た
だ
き
、
少
し
で
も
今
後
の

仕
事
確
保
に
結
び
つ
け
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
、
来
年
も
同
時

期
・
同
場
所
で
の
開
催
を
お
こ

な
い
、
建
設
職
人
の
集
ま
り
建

設
長
崎
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
古
井
）

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

田
中

秀
則

田
崎

順
一

森

政
一

森

正
輝

杉
山

達
美

佐
藤

光
子

田
川

和
博

杉
山

廣
子

増
田

啓
治

森

節
子

川
口

弘

田
川

ヤ
エ

金
子
県
議

石
田
書
記
次
長

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

山
本

秀
夫

葛
島

俊
幸

小
宮

清
治

小
泉

雄
義

森

貞
雄

太
田

武
造

三
浦

忠
男

松
本

富
安

中
島

直
人

江
崎

雪
夫

小
松

満
喜

大
熊

昭
廣

今
井

佳
信

山
下

俊
之

山
本

義
晴

高
平

増
男

江
崎

覚

犬
塚

幸
子

坂
本

藤
子

相
川
委
員
長

舩
津
副
委
員
長

金
子
県
議
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中
央
支
部
主
婦
会

佐
世
保
北
支
部
主
婦
会

諫
早
支
部
主
婦
会

佐
世
保
東
支
部
主
婦
会

諫
早
支
部

北
松
支
部

ま
ん
じ
ゅ
う
作
り

〜
四
回
目
の
開
催

ふ
わ
ふ
わ
ま
ん
じ
ゅ
う
の
出
来
上
が
り
〜

九
月
も
中
旬
と
い
う
の
に
残

暑
が
大
変
厳
し
い
そ
ん
な
中
、

九
月
十
五
日
、
中
央
支
部
主
婦

会
で
は
、
十
五
名
の
参
加
で
ま

ん
じ
ゅ
う
作
り
を
し
ま
し
た
。

今
回
で
四
回
目
に
な
り
ま
す

が
、
年
中
行
事
の
中
で
大
切
な

行
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
あ
十
時
に
始
ま
り
ま
す
。

慣
れ
た
も
の
で
段
取
り
良
く
十

五
名
が
動
き
出
し
ま
す
。
粉
を

こ
ね
発
酵
す
る
と
ア
ン
コ
を
入

れ
丸
め
ま
す
。
蒸
し
器
に
入
れ

ら
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
ふ
わ

ふ
わ
の
ま
ん
じ
ゅ
う
が
出
来
上

が
り
ま
す
。
ま
ず
出
来
た
て
の

ま
ん
じ
ゅ
う
を
ふ
う
ふ
う
言
い

な
が
ら
、
み
ん
な
で
い
た
だ
き

ま
す
。「
お
い
し
い

お
い
し

い
」
と
言
い
な
が
ら
み
ん
な
ニ

コ
ニ
コ
で
す
。
金
子
県
議
も
応

援
に
み
え
ら
れ
、
こ
れ
は
お
い

し
い
と
褒
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。一

段
落
し
て
お
昼
は
持
ち
寄

り
の
お
弁
当
を
ひ
ろ
げ
、
い
た

だ
き
な
が
ら
「
今
日
は
楽
し

か
っ
た
で
す
ネ
」「
お
疲
れ
様

で
し
た
」
と
会
話
も
弾
み
「
ま

た
来
年
も
。」

皆
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
て
本

当
に
良
か
っ
た
で
す
。

皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
馬
渡
ヒ
ロ
子
）

実
り
の
秋
料
理
教
室

〜
食
欲
の
秋
、
旬
の
食
材
に
大
満
足
〜

九
月
十
三
日
佐
世
保
北
支
部

主
婦
会
は
、
十
二
名
の
参
加
で

佐
世
保
魚
市
場
の
調
理
室
を
お

借
り
し
て
行
い
ま
し
た
。

先
生
は
嶽
本
先
生
で
、
二
十

七
年
料
理
学
校
に
行
か
れ
、
現

在
は
生
産
者
市
場
や
ス
ー
パ
ー

に
、
弁
当
や
お
寿
司
な
ど
納
め

て
い
る
方
で
す
。

家
庭
料
理
を
教
え
て
下
さ
い

と
お
願
い
し
、
赤
飯
、
な
す
び
、

秋
刀
魚
、
玉
子
、
鶏
肉
な
ど
の

材
料
を
使
い
、
美
味
し
い
ご
飯

と
お
か
ず
が
出
来
上
が
り
ま
し

た
。お

や
つ
に
小
倉
カ
ス
テ
ラ
で

す
。
食
べ
き
れ
ず
み
ん
な
夕
食

に
と
持
ち
帰
り
、
参
加
者
の
家

庭
で
は
昼
間
の
料
理
が
、
食
卓

に
並
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
倉
富
ミ
エ
子
）

ま
ん
じ
ゅ
う
作
り

〜
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
時
〜

お
彼
岸
前
の
九
月
十
六
日
、

諫
早
支
部
主
婦
会
の
定
例
会
で

お
饅
頭
作
り
を
試
み
ま
し
た
。

夜
七
時
半
よ
り
参
加
者
九
名

で
定
刻
に
は
作
業
を
開
始
。

手
分
け
し
て
、
手
際
良
く
下

準
備
を
終
え
、
米
粉
饅
頭
と

ソ
ー
ダ
饅
頭
の
二
種
類
を
作
り

ま
し
た
。

作
り
方
で
す
が
、
ま
ず
米
粉

は
少
し
ず
つ
水
を
加
え
な
が
ら

耳
た
ぶ
の
柔
ら
か
さ
ぐ
ら
い
ま

で
こ
ね
ま
す
。

次
に
ソ
ー
ダ
饅
頭
で
す
が
、

こ
ち
ら
は
材
料
全
部
を
合
わ
せ
、

手
に
つ
か
な
く
な
る
ま
で
約
三

十
分
位
こ
ね
、
そ
の
後
一
時
間

の
発
酵
時
間
が
必
要
な
た
め
、

今
回
は
予
め
こ
ね
た
も
の
を
持

参
し
て
、
二
種
類
同
時
に
作
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

発
酵
が
終
わ
っ
た
生
地
を
適

当
な
大
き
さ
に
分
割
、
餡
を
入

れ
て
形
を
整
え
ま
す
。
お
し
ゃ

べ
り
を
し
な
が
ら
全
員
で
の
成

形
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
、

後
は
蒸
し
上
が
る
の
を
待
つ
だ

け
。約

一
時
間
位
で
両
方
と
も
出

来
上
が
り
、
後
は
試
食
会
で
す
。

大
量
の
お
饅
頭
を
前
に
皆
の

笑
顔
、
手
作
り
の
饅
頭
を
食
べ

な
が
ら
の
お
し
ゃ
べ
り
は
楽
し

い
ひ
と
時
で
し
た
。

（
渡
辺
智
恵
子
）

〜
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

お
花
よ
り
素
敵
な
笑
顔
で
創
作
活
動
〜

佐
世
保
東
支
部
主
婦
会
は
、

九
月
二
十
一
日
�
、
参
加
者
七

名
で
、
主
婦
会
の
松
井
清
美
さ

ん
に
講
師
を
依
頼
し
、
プ
リ

ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
と

は
、
生
花
を
特
殊
加
工
し
、
水

を
や
ら
な
く
て
も
二
〜
三
年
は

そ
の
ま
ま
の
状
態
が
維
持
で
き

る
お
花
の
事
で
す
。

皆
さ
ん
初
め
て
の
創
作
活
動

で
、
彩
り
豊
か
な
草
花
や
装
飾

品
を
ピ
ン
セ
ッ
ト
や
ハ
サ
ミ
を

使
い
、「
可
愛
い
」「
奇
麗
」
と

歓
声
を
上
げ
な
が
ら
、
一
つ
一

つ
創
り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
一
番
素
敵

だ
っ
た
の
は
、
主
婦
会
の
皆
さ

ん
の
笑
顔
と
取
り
組
む
姿
勢
で

あ
っ
た
と
感
じ
る
一
日
で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
作
品
が
完
成
す
る

と
、
皆
さ
ん
「
自
分
の
が
一
番

奇
麗
か
〜
」
と
声
を
上
げ
、
中

高
年
の
皆
さ
ん
の
、
ず
○
ず
○

し
さ
は
、「
さ
す
が
」
の
一
言

で
し
た
。

講
師
の
松
井
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
都
市

秋
子
）

材
料
【
ソ
ー
ダ
饅
頭
】

薄
力
粉

５
０
０
ｇ

砂
糖

１
０
０
ｇ

塩

１０
ｇ

炭
酸
ソ
ー
ダ

５
ｇ

卵

１
個

ド
ラ
イ
イ
ー
ス
ト

９
ｇ

水

２
６
０
ｇ

あ
ん
粉

５
０
０
ｇ

と
り
粉

少
々

支
部
旅
行

〜
日
本
三
古
湯
の
道
後
温
泉
へ
〜

諫
早
支
部

恒
例
の
支
部

旅
行
が
九
月

三
十
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
日
本

三
古
湯
の
一

つ
で
最
も
古

湯
で
あ
る
道

後
温
泉
へ
の

一
泊
二
日
の

旅
で
す
。

道
後
温
泉

へ
の
支
部
旅

行
は
二
度
目

で
、
前
回
は

あ
い
に
く
の
雨
だ
っ
た
の
で
、

楽
し
さ
も
半
減
で
し
た
。

今
回
も
旅
行
前
の
一
週
間
は

め
ま
ぐ
る
し
く
変
動
す
る
天
候

と
な
り
、
当
日
も
今
に
も
雨
が

降
り
出
し
そ
う
な
く
も
り
空
。

参
加
者
四
十
六
名
で
、
泉
町

公
園
前
を
二
台
の
バ
ス
に
分
か

れ
て
出
発
、
私
は
女
性
が
半
数

を
占
め
る
禁
煙
の
二
号
車
で
す
。

高
速
に
入
っ
て
一
時
間
を
過

ぎ
た
こ
ろ
よ
り
後
部
座
席
で
は

宴
会
が
始
ま
り
、
飲
ん
で
食
べ

て
カ
ラ
オ
ケ
で
、
途
中
休
憩
を

と
り
な
が
ら
い
つ
も
の
賑
わ
い

が
お
昼
ま
で
続
い
た
。

昼
食
後
、
尾
道
あ
た
り
よ
り

雨
が
降
り
出
し
、
西
瀬
戸
自
動

車
道
へ
入
っ
た
こ
ろ
に
は
周
り

が
霞
ん
で
瀬
戸
内
海
の
島
々
が

見
え
に
く
く
、
尾
道
と
今
治
を

九
つ
の
島
と
十
の
橋
で
結
ぶ
、

通
称
「
し
ま
な
み
街
道
」
は
、

晴
れ
て
い
れ
ば
周
り
の
島
々
が

さ
ぞ
綺
麗
だ
ろ
う
に
、
と
思
っ

て
い
る
間
に
今
治
に
到
着
。

一
日
目
は
諫
早
か
ら
松
山
へ

の
移
動
距
離
六
五
〇
キ
ロ
と
長

い
道
の
り
の
為
、
観
光
は
１
ヶ

所
、
四
国
霊
場
五
十
一
番
札
所

石
手
寺
だ
け
で
あ
る
。
石
手
寺

に
到
着
し
た
こ
ろ
は
雨
も
上
が

り
、
夕
刻
で
も
あ
り
参
拝
者
は

少
な
か
っ
た
。
参
道
は
ぬ
か
る

み
も
あ
っ
た
が
、
思
い
思
い
に

参
拝
し
、
今
宵
の
宿
、
道
後
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
へ
。

到
着
後
ひ
と
汗
流
し
た
と
こ

ろ
で
、
今
度
は
本
当
の
宴
会
で

す
。
ご
ち
そ
う
に
舌
鼓
を
打
ち

な
が
ら
歌
に
踊
り
に
か
く
し
芸

と
、
個
性
的
な
演
技
が
続
々
と

登
場
し
宴
会
も
無
事
終
了
。

宴
会
後
、
道
後
温
泉
の
顔
で

も
あ
る
坊
ち
ゃ
ん
の
湯
や
、
か

ら
く
り
人
形
な
ど
へ
行
く
人
、

お
土
産
を
買
う
人
、
ゆ
っ
た
り

と
旅
の
疲
れ
を
癒
す
人
な
ど

様
々
な
思
い
で
一
日
目
が
終
わ

り
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
八
時
十
五
分
出

発
、
空
は
秋
晴
れ
の
い
い
天
気

で
す
。
最
初
の
見
学
は
松
山
城

で
す
。
山
城
な
の
で
行
き
は

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
、
到
着
後
お

城
を
背
に
記
念
撮
影
。
そ
の
後

外
壁
の
壮
大
な
石
垣
を
眺
め
な

が
ら
天
守
閣
へ
入
場
見
学
、
中

は
思
っ
た
よ
り
狭
く
、
急
な
階

段
に
、
昔
は
着
物
で
さ
ぞ
大
変

だ
っ
た
ろ
う
、
と
思
い
な
が
ら

天
守
閣
で
の
市
内
を
一
望
す
る

眺
め
を
満
喫
し
、
帰
り
は
リ
フ

ト
で
下
り
ま
し
た
。

次
は
松
山
か
ら
内
子
へ
、
内

子
の
白
壁
の
街
並
み
を
自
由
散

策
。そ
の
後
、八
幡
浜
よ
り
フ
ェ

リ
ー
で
別
府
港
へ
。
フ
ェ
リ
ー

の
中
で
昼
食
を
と
り
、
二
時
間

半
あ
ま
り
の
船
旅
で
疲
れ
を
癒

し
、
別
府
到
着
後
は
海
鮮
市
場

で
最
後
の
お
買
い
物
。
お
土
産

を
手
に
別
府
よ
り
高
速
に
て
帰

路
の
途
へ
、
無
事
午
後
七
時
半

諫
早
に
到
着
。
道
中
皆
様
お
疲

れ
様
で
し
た
。（

渡
辺
智
恵
子
）

釣
り
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会

〜
お
腹
い
っ
ぱ
い
、
肉
や
魚
に
舌
鼓
〜

十
月
三
日
、
北
松
支
部
は
、

毎
年
恒
例
の
釣
り
大
会
と

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
を
開
催

す
る
予
定
に
し
て
い
ま
し
た

が
、
当
日
は
、
雷
雨
で
、
急

遽
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
の
み

を
行
い
ま
し
た
。

雨
で
参
加
者
は
、
少
な
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
組

合
員
家
族
合
わ
せ
て
二
十
名

も
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

肉
に
、
焼
き
そ
ば
と
鉄
板

の
廻
り
に
は
、
人
だ
か
り
が
で

き
、
一
方
で
は
、
新
米
を
竃
で

ご
飯
を
炊
き
、
美
味
し
い
ご
飯

が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
美
味
し
い
と
お
腹
一

杯
に
な
っ
た
と
こ
ろ
、
田
中
さ

ん
が
船
か
ら
釣
っ
た
魚
を
持
っ

て
き
た
ら
、
そ
れ
は
別
腹
と
、

新
鮮
な
刺
身
で
、
ご
飯
や
お
酒

を
食
さ
れ
て
ま
し
た
。

今
回
は
天
気
が
、
悪
か
っ
た

で
す
が
、
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

（
渕
上
）
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利用方法

利用料金の割引

利用料金の補助
（小人料金には、割引はありません。）

������

長建国保では、組合員及び家族の健康の保持増進を
図るため「指定温泉利用料金の割引及び補助制度」を
実施しています。ぜひご利用ください。

�割引を受ける場合
健康保険の被保険者証又は、建設長崎の会員証
（MEMBERS CARD）を指定温泉の受付に提示
してください。

�補助を受ける場合（小人料金には補助はありません）
建設長崎の支部事務所にて補助券の交付を受け、
被保険者番号（長けん番号）を記入し指定温泉の
受付に提出してください。補助券の交付は一世帯
あたり１５枚を限度とします。
長建国保未加入の建設長崎組合員の方には優待券
として補助券６枚を限度とします。

�実施期間 平成２２年３月３１日迄
�補助券を他人に譲渡したり、不正に利用したりし
た場合は、補助券を返還していただきます。氏名
の部分には、組合員の名前をフルネームにて記入
して下さい。

指定温泉と契約し、規定料金より安い料金で利用
できます。

補助券により、割引料金より更に安い料金で利用
できます。

※１ いさはや本野温泉湯処なごみは、中学生以上しか入館出
来ません。
・別館ほたるの湯は、小学生以下３００円、中学生以上６５歳
未満５００円、６５歳以上３００円でご利用頂けます。
但し、ほたるの湯に関しては割引制度はご利用出来ま
せん。

※２ 毎月２６日「風呂の日」は規定料金が半額（大人３００円、小人
１５０円、幼児８０円）となり、補助券の使用は出来ません。

設 備

和風天然温泉、岩盤浴、バリ風天然温泉

大浴場、ジャグジー、打たせ湯、サウナ、
寝湯、憩室

大浴場、露天風呂、サウナ、岩盤浴

大浴場、露天風呂

大浴場、ジェットバス、打たせ湯、
ジャグジーシャワー、ミストサウナ

寝湯、ジェットバス、サウナ、水風呂、
露天風呂、タル湯

屋久杉風呂、檜風呂、露天風呂、サウナ、
岩盤浴（別料金）

天然温泉、露天風呂、人口炭酸温泉、
岩盤浴、貸切風呂（別料金）

サウナ、冷水風呂、壷湯、ジェットバス、
寝湯、塩サウナ、家族風呂、
シェイプアップバス

露天風呂、ローマ風呂、檜風呂、寝風呂、
ジャグジーバス、サウナ、家族風呂、
リラクゼーション

露天風呂、展望風呂、タル風呂、水風呂、
サウナ、薬草風呂、海草風呂、
ジャグジー風呂
展望露天風呂、電気風呂、ジャグジーエステ風呂、
座り湯、サウナ、岩盤浴（別料金）、
家族風呂（別料金）

うずしお温泉、美人の湯、サウナ、
露天風呂、貸切家族風呂（有料）

所在地
電話番号

長崎市
曙町３９－３８

０９５－８６２－５５５５
長崎市

野母町６９２－１
０９５－８９３－１１３３

長崎市
岩見町４５１－２３
０９５－８３３－１１２６

西彼杵郡長与町
岡郷２７６２－１
０９５－８８７－４１２６

西彼杵郡長与町
高田郷２８４

０９５－８５６－２６３１

西彼杵郡長与町
高田郷２２８９－２
０９５－８５６－２６１７
雲仙市小浜町
雲仙３２０

０９５７－７３－３１３１

諫早市本野７－１
０９５７－２５－８８２２

大村市
森園町６６３－３
０９５７－５０－１１２６

佐世保市
谷郷町５－３２
０９５６－２３－６１７０

平戸市川内町５５
０９５０－２３－２１１１

平戸市田平町
野田免２１０－６
０９５０－５７－１１１０

〒８５９－３２２６
佐世保市

崎岡町８５３－１２
０９５６－３９－４８００

利用者負担
（自己負担）

４５０円

３５０円

１００円

２００円

５００円

４００円

９００円

７００円

３００円

２５０円

３００円

１５０円

２００円

３００円

４００円

４００円

７２０円

２５０円

３００円

２００円

６００円

４００円

２００円

３００円

３００円

３００円

３００円

３００円

３００円

１５０円

補助券の額
（温泉券利用）

▲３００

‐

▲３００

‐

▲３００

‐

▲３００

‐

‐

▲３００

‐

‐

▲３００

‐

▲３００

‐

▲３００

▲３００

‐

‐

▲３００

‐

‐

▲３００

‐

▲３００

‐

▲３００

‐

‐

割引後の料金
（メンバーズカード）

７５０円

３５０円

割引なし

割引なし

割引なし

割引なし

１，２００円

７００円

割引なし

割引なし

割引なし

割引なし

５００円

割引なし

７００円

４００円

１，０２０円

５５０円

割引なし

割引なし

９００円

割引なし

割引なし

６００円

３００円

６００円

割引なし

割引なし

割引なし

割引なし

規定料金

８００円

４００円

４００円

２００円

８００円

４００円

１，８００円

９００円

３００円

５５０円

３００円

１５０円

６５０円

３００円

８００円

５００円

１，２２０円

６５０円

３００円

２００円

１，０００円

４００円

２００円

８００円

４００円

８００円

３００円

６００円

３００円

１５０円

利 用 区 分

大人
（中学生以上）

小人
（３歳以上小学生以下）

大人
（中学生以上）

小人
（４歳以上小学生以下）

大人
（中学生以上）

小人
（３歳以上小学生以下）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

幼児
（３歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

幼児
（６歳以下）

大人
（中学生以上）

小人
（３歳以上小学生以下）
大人

（中学生以上）
小人

（４歳以上小学生以下）

大人
（中学生以上）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

幼児
（３歳まで無料）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生以上）

幼児
（４歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

大人
（中学生以上）

子供
（小学生）

幼児
（３歳～５歳）

指定温泉名称

稲佐山温泉
アマンディ
（旧イオス）

海の健康村
陽の岬温泉

ふくの湯

長崎温泉
喜道庵

道の尾温泉

ゆりの温泉

雲仙
スパハウス

いさはや本野温泉
湯処なごみ（※１）

サンスパ
おおむら
ゆの華

万松楼
弁天の湯

千里ヶ浜温泉
ホテル蘭風

平戸たびら温泉
サムソンホテル

ザ・パラダイス
ガーデン サセボ

（※２）

長

崎

・

西

彼

地

区

県

央

地

区

県

北

地

区

建
設
長
崎
福
祉
共
済
制
度
給
付
内
容
一
覧

共済Ｂ型（６５歳以上の組合員）
月額 １，１００円

３ヶ月超～１年未満 ４５，０００円（生花含）
１年以上～２年未満 ７０，０００円（生花含）
２年以上～６年未満 ９０，０００円（生花含）
６年以上 １２０，０００円（生花含）
加入年数問わず １，０３０，０００円（生花含）

加入後、３ヶ月超～１年未満 ４０，０００円（生花代２万円含む）
１年以上～２年未満 ５０，０００円（生花代２万円含む）
２年以上～６年未満 ６０，０００円（生花代２万円含む）
６年以上 ７０，０００円（生花代２万円含む）

加入後、３ヶ月超～ ３０，０００円（生花代２万円含む）

――

――
――

１，０００，０００円
９００，０００円～４０，０００円

入院（５日目から１８０日限度）日額２，０００円
通院（９０日を限度） 日額１，０００円

支給日額４，０００円 加入後、３ヶ月超～１年未満 最高２７日
１年以上～２年未満 最高３７日
２年以上 最高４７日

ケガ（労災・交通事故含む）による入院の場合のみ
入院日額 １，５００円（入院初日より最高１８０日を限度）

ケガ入院日数３０日につき、１０，０００円を入院給付金と合わせて支給。
（最高６０，０００円限度）

休業１０日以上の事故 １０，０００円
休業１０日以上の事故 １０，０００円

（７０％以上） 加入年数問わず ８００，０００円
（２０％以上７０％未満） 加入年数問わず ４００，０００円 ～７２０，０００円
（２０％未満） 加入年数問わず ４０，０００円 ～２４０，０００円
（７０％以上の損害） ２４０，０００円
（２０％以上７０％未満の損害） １２０，０００円
（２０万円以上の損害） ８，０００円 ～ ２４，０００円
浸水の程度に応じて ８，０００円 ～１２０，０００円

８０，０００円
３０，０００円

組合員の子供が小学校に入学する際、１児童につき ５，０００円
――
――
――
――

７０歳以上の組合員（平成２６年完全移行）３，０００円記念品
７０歳以上の組合員が脱退する場合
加入後５年未満

５年以上１０年未満 ７０，０００円
１０年以上２０年未満 ８０，０００円
２０年以上 １００，０００円

共済Ａ型（６５歳未満の組合員）
月額 １，３００円

加入年数問わず ５３０，０００円（生花代等３万円含む）
加入年数問わず １，０３０，０００円（生花代等３万円含む）

加入年数問わず １，０３０，０００円（生花代等３万円含む）

（最高）５００，０００円

１，０００，０００円
４５０，０００円～２０，０００円

４５０，０００円～２０，０００円

１５，０００円
１５，０００円
１５，０００円
――
――

――

共済事由
会 費

病気死亡（自殺含む）
不慮の事故死亡

交通事故死亡

配偶者

家 族
病気による重度障害
労災保険法１～２級
労災保険法３級２～４号

重度障害
労災保険法の第３～１４級
重度障害
労災保険法の第３～１４級
入院給付
通院給付

病気休業手当金
（労災・交通事故除く）

入院給付金
（傷 害）
入院見舞金
（傷 害）

労災事故見舞給付金
交通事故見舞給付金

全 焼
半焼半壊
一部焼一部壊
全壊流出
半 壊
一部壊
床上浸水

２親等までの同居家族の死亡
結婚祝金
入学の祝
成人の祝
初老の日
還暦の祝
古稀の祝
敬老の祝

退職慰労給付金

組
合
員

不
慮

交
通
事
故

サ
ポ
ー
ト

火

災

風
水
害

死
亡
弔
慰
金

障
害
給
付

休
業
補
償

災
害
給
付

各
種
祝
金

◎指定温泉利用料金表（消費税・入湯税込みの料金）

※ 網かけ部分は給付改善金額です。

２００９年７月２９日

規定料金－メンバーズカード割引
＝割引後の料金

割引後の料金－補助券（３００円）
＝利用者負担金

（
一
部
給
付
改
善
し
た
共
済
の
給
付
発
効
は
平
成
２２
年
５
月
１
日
よ
り
適
用
）

毎月１回１５日発行 ２０１０年（平成２２年）１０月１５日発行建 設 長 崎第５４４号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）５�



ホテル�
嬉野�
温泉�

その�2

福祉
共済

組合員家族の皆さんが宿泊やレジャー施設等を利用する際、
下記記載の施設で割引が受けられます。予約時、建設長崎と
言ってお申込み下さい。尚、カードはご持参下さい。

長崎ホテル清風
長崎市大鳥町５２３番地

TEL ０９５－８６１－８１８１

〒８５０－０８４３ 長崎市常磐町２番２４号

TEL ０９５－８２７－６１２１
TEL０９５－８２３－０３０６（予約）
E-mail：yoyaku@newtanada.com

ホームページアドレス：http://www.newtanda.com

嬉野 萬象閣 敷島
佐賀県嬉野市嬉野町大字岩屋川内甲１１４－１

TEL ０９５４－４３－３１３５

建
設
長
崎
メ
ン
バ
ー
ズ
カ
ー
ド

長崎市筑後町４－１０

TEL ０９５－８２２－２２５１

長崎梅松鶴
長崎市浜平町２－１４－１ TEL０９５－８２１－８８５９

長崎紅葉亭
長崎市立山町５－１３－６５ TEL０９５－８２８－２５１８

佐賀県嬉野市嬉野町大字下宿乙８３１

TEL０９５４－４２－０１３７� FAX０９５４－４２－２００３
�０１２０－３３８１２６
ホームページアドレス：http://www.sasaya 2．com/

嬉野
温泉 桜花彩々 ホテル

佐賀県嬉野市嬉野町大字下宿乙１０２１

TEL０９５４－４２－３０００� FAX０９５４－４２－３２００
�０１２０－１５８１２６
ホームページアドレス：http://hotel-sakura.co.jp/

電話番号
（０９５）８６１－４９４９�
（０９５）８６１－４９４９�
（０９５７）５４－３７００�
（０９５７）２２－４９４９�

住 所
長崎市光町１６－１８
長崎曙町１―１
大村市松山町６０６－１
諫早市天満町６－４

店 舗 名
平安社長崎斎場 本館
平安社長崎斎場 新館
平安社大村斎場
諫早平安社

電話番号
０９５－８４６－９１００
０９５７－２３－０１２３
０９５－８２５－８７１１
０９５７－２４－２１５０
０９５－８４９－４０００
０９５－８４２－４００４
０９５７－２４－４０００
０９５－８２４－５７８３
０９５－８４７－１２３４

住 所
長崎市茂里町３－３１
諫早市栗面町１２０－１
長崎市油屋町１－１１
諫早市永昌東町１－７
長崎市茂里町３－３１
長崎市茂里町４－１
諫早市栗面町１２０－１
長崎市油屋町２－６
長崎市茂里町３－３１

店 舗 名
�長崎新生活センター本社
諫早支店
ブライダルサロンウィ
ブライダルサロンウィ諫早店
法倫会館
法倫会館北館
諫早法倫会館
�上田神仏堂
�上田花麗園

電話番号

０９５－８５６－１１０１

０９５－８６４－７７７６

０９５７－２３－１２９０

０９５７－５４－３１３１

０９５６－２２－１１１７

０９５５－２２－２０２１

０９５２－２４－０００１

０９５－８６１－４４３３

０９５－８４２－０９８３

０９５－８６１－４１２１

０９５－８７９－４４３３

０９５－８５６－１１９９

０９５－８６１－２００２

０９５７－２３－０９８５

０９５７－５２－２５４４

０９５６－２５－７６００

０９５６－３１－７６００

０９５６－２８－７６００

０９５６－３９－０９８３

０９５５－２３－９５１８

０９５２－３３－０９５２

０９５２－２６－０９５２

０９５２－２７－８０８０

０９５－８２５－６３８６

０９５７－２３－１２８２

０９５６－２４－３５５７

０９５９－７２－１３４８

住 所

長崎市赤迫３－６－１０

長崎市秋月町２－３

諫早市小川町７５－１

大村市幸町２５－３０

佐世保市元町１－１５

伊万里市新天町５２０－６

佐賀市天神１－１－２８

長崎市光町７－１

長崎市大橋町１４－１６

長崎市稲佐町２－２

長崎市小ヶ倉町２－１３－１

西彼杵郡長与町高田剛１７８９－５

長崎市光町３－７

諫早市小川町８－１

大村市協和町７５０－２

佐世保市春日町１－６

佐世保市稲荷町２３－１２

佐世保市日野町１０８９－１

佐世保市早岐１－１－２５

伊万里市二里町八谷搦１００９

佐賀市高木瀬町長瀬９１８－１

佐賀市末広町２－９－８

佐賀市光１－１－１６

長崎市鍛冶屋町４－１１

諫早市小川町８－１

佐世保市戸尾町４－２０

五島市上大津町２４１３

店 舗 名

長崎ロイヤルチェスターホテル

ガーデンテラス長崎

ロイヤルベルズ諫早

パークベルズ大村

グランドベルズ佐世保

ロヤルチェスター伊万里

ロイヤルチェスター佐賀

メモリード典礼会館

大橋メモリードホール

稲佐橋メモリードホール

小ヶ倉メモリードホール

メモリード北部典礼会館

メモリード稲佐会堂

諫早中央斎場

大村中央斎場

佐世保中央斎場

メモリード佐世保典礼会館

日野メモリードホール

早岐メモリードホール

伊万里中央斎場

メモリード佐嘉会館

佐賀メモリードホール

佐賀メモリードホール新館

長崎仏光堂

諫早仏光堂

佐世保仏光堂

五島コンカナ王国

電話番号

０９５－８２２－０１２３

０９５６－２６－０５０５

０９６－３２２－２２１１

０９２－４３４－１３１１

０９６７－６７－２３２３

０９４２－５２－３３２２

０９４７－７２－５５２１

住 所

長崎市元船町９－２

佐世保市本島町１－１５

熊本市下通１－７－１８

福岡市博多区博多駅中央街４－１０

熊本県阿蘇郡南阿蘇村大字河陽５５７９

福岡県筑後市船小屋温泉郷内

福岡県田川郡川崎町あまぎの丘

店 舗 名

ホテルサンルート長崎

ホテルサンルート佐世保

ホテルサンルート熊本

ホテルサンルート博多

阿蘇ファームヴィレッジ

船小屋温泉共和国

英彦山湯～遊～共和国

電話番号
０９５－８４６－２１７１
０９５７－２３－１１５０
０９５６－２４－６６６６
０９５６－３８－４１４１
０９５－８８３－７９６６
０１２０－０４－０９１９
０９５－８４４－７５００

０９５－８３６－０２４６

０９５７－６５－１１１０

住 所
長崎市大橋町２５－６
諫早市天満町９－２６
佐世保市城山町６－３
佐世保市早岐１丁目１３－１１
西彼杵郡長与町高田剛９４５－１
長崎市八千代町８－１
長崎市大橋町１６－６

長崎市茂木町２１６８

南高来郡布津町丙１７６３－１

店 舗 名
長崎ラッキーボウル
諫早パークレーン
佐世保ラッキボウル
西肥シルバーボウル
長崎カッパスイミングクラブ
日本レンタカー
レンタカージャパレン

ロードサービス JAWS（ジョーズ）
�T・N・Cエスコ
めんの山一

メモリード関係

ホテルサンルート
関係

上田グループ関係 斎場３０％OFF

平安閣グループ（葬祭の部） 斎場３０％OFF

メンバーズカード契約店
ボウリング場

その他

〈宿泊施設〉

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５４４号 ６�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２０１０年（平成２２年）１０月１５日発行


